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近代化の風景
一 環境認識の地域社会学一

井 戸 聡

0は じめに一 生活者の内的イメージから一

現代農山村社会における社会問題は多岐にわたる。農林業問題、担い手問題、地域医療、

過疎、地域格差 な ど、数え上げればきりがない。 こういった課題に取 り組み、苦闘 してい

る地域社会は全国 に見受けられ、 またこうした問題 に解決の糸口をも何 ら見出す ことがで

きず、情然 と事態のうね りに身を任せるままにある地域が多いことも事実である。

こういった問題に取 り組む主体のひとつとして、行政が挙げ られるだろう。例えば国は、

第五次全国総合開発計画 を企画 し、これまでの都市開発主導型に偏 っていた開発精神 を改

め、地域社会を開発の焦点に持 って くるという方向転換の姿勢を打 ち出 している。また地

方行政でいえば、それぞれの地域での開発計画 を策定 して、地域社会の特性 を踏まえつつ、

発展 を促す という方向で、事態の改善を企図する自治体が多い。

しかし、実際 に農山村 を尋ね歩いてみるとき、人々の口から漏れて くる言葉のなかには、

地域の将来 に対 して明らかに諦観の念が横たわって いることを感 じざるを得ない語 りがい

くつ もある。

人々が、問題解 決への取 り組みに対 して悲観的に なるのは、そうした取 り組みの有効性

を疑問視 しているためである。 なぜ疑いのまなざしを投げかけるのか。

端的に言えば、経験がそう仕向けるのであ る。つ まり、これまでに試行 された地域社会

の社会問題に対す る解決への取 り組み、地域社会の建て直 しに向けての試みがことご とく

失敗 してきている という経験が人々のなかにあるからである。

無論 これは、人 々の心性のなかにあるイメージについての話 しである。取 り組み によっ

てはある程度の成 果を上げているという評価がなされているものもある。 また、地域 の再

建 をはかる試みに主体的に参与 している人々のなか には、 こうした イメージを持たないよ

うに感 じられる人 々 もある。 しかし、ここで注 目すべ きなのは、そ うした好意的評価 を与

えられている多少 の事例 もあ りながら、総 じてみる と否定的な感懐に落ちついてゆ くとい

う多 くの人々の内的な動向にある。
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ここで論 じられているのは、 こと地域社会の将来性 とい うトピックに限っての人々の内

的イメージについ てである。現実にそこに生活 している人々にとっての生活の場 としての

農山村や 日々の生活 についていえば、そのイマジネーシ ョンは悠然 としてお り、朗 々 とし

た日々の生活空間が内的 に存在 していることが しのばれるのである。

とはいえ地域の将来 についての話題 になれば、普段 はその重圧感か ら逃 れるべ く背後に

追いやられている不安感がやは り析出 して くるのである。

そ うした状況に接 しているとき、次 に浮上 して くる疑問は、ではなぜ次 々と提起 され試

行 されている地域再生の試みは人々に対 して積極的 な評価 を与えず、安心感を与えないの

だろ うか、何が欠けているのだろうか、 というものである。

そのひとつの回答 として考 えられるものは、次の ようなものである。

これまでに提起 されてきた地域再生の試みが企画 される際に決定的に欠如 していた ひと

つの視角は、地域社会側の実情の理解である、 とい うものである。これは特に、国や都道

府県 といった比較的大 きな行政単位の発する地域開発計画などに顕著 にみられる傾向であっ

た。 「行政は変にネジくれているが、地方への無理 解 とい う点では一貫 している」 と椰楡

する向 きもあろう。

例 えば、環境社会学的分野のなかでは生活環境主義の立場か ら、地域の生活者の視 点か

らの分析視角 をもって、地域社会の分析 と理解が進 め られてきた。ここで徹底 されている

のは、生活者の視点 を通 して地域社会を投影するとい う営為である。そこには、初期 農村

社 会学に端を発す る外か らの分析視角に対置 される、内部的視点か らの捉え直 しとい うそ

れ までの軌跡 に対する反省的転換の発露がそこにはある。

こうした分析的態度の転向は、それまでの対象の理解の不十分 さを露呈するものであ る。

以上の ような対象理解の更なる必要性 という基本 的認識のもとに展開されるひとつの試

み として本稿が位置付 けられ るものであると理解 されたい。

1近 代化再考一 対象理解への模索一

さまざまな地域 社会問題の解消に向けての営為において、問題にメスを入れ地域再生へ

と向かう道程にお けるひとつの鍵 として、先程 まで対象理解の必要性 を述べて きた。 これ

についていま少 し考えてみたい。

問題 となってい る地域に対す る理解の必要性 に対 する要請はある程度、 さまざまな方面

で検討 され、取 り入れられてきている面 もある。最 近とみに叫 ばれている 「地方分権」へ

の動 きもその一例 であろ う。また、学術 的な方面で いえば、先程述べ たような生活者の視
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点に依拠 した研究 も蓄積 されて きている。

だが、これらは同時代の社会問題 とし、その解消 の志向性 を強 く持 って対象 を理解 しよ

うとするが為 に、その歴史性 を軽視する傾向を持つ。問題状況へ と陥ってい くプロセスや、

現況 を捉える営み には長 じているのだが、そ うした状況を用意 した背景にたいする配慮 に

欠けている感がある。

こうしたスタンスの もとに歴史的視点に配慮 し、かつ焦点 を絞 った試論 として本稿 があ

る。従って問題状況に至る前段階 としての背景に注視 し、渦中の農山村がかつてどの よう

な社会像を呈 して いたのかを歴史性 を踏 まえて浮 き彫 りにしてい くことに力点が置か れて

いる。より詳細 には後 ほど述べ ることになるのだが、具体的 にい うと、現在 ダム問題 に揺

れている一農山村 が考察の対象 となっている。この農山村社会は30数 年 に及ぶダム問題の

経歴を持 ってい るのだが、そのダム問題が発生する直前から最初期あた りまでを考察の射

程 としている。

そこでは次の ような方法が採 られている。考察の対象 となる農山村社会の姿 を浮き彫 り

にする試みがこの論考の主 旨であるが、その社会の構成要素である一人一人の生活者の内

面的世界のひだに触れることを抜 きに しては一面的 な把握 に終始 して しまう恐れがあ ると

考えられる。そこで人々の心性 に注目する必要性が ここに生 じる。そうした配慮 を失 念す

ることな く論 を進 めていかなければならないが、ここではそのためにそ うした事柄 を物語

るような資料にあたるように心掛けられている。具体的には聞 き取 りや新聞記事 などか ら

得 られたナラテ ィブに依拠 している。

このようにミクロな視点 をもってマ クロな社会像の析出を試みるのが狙いではあるが、

そこでは畢寛マ クロからミクロに作用す る動向 もみ られるのであ り、 インタラクテ ィブで

ダイナ ミックな関係性 に対 してのパースペクテ ィブ も持 ち併せなければならないだろう。

こうした試みの なかで浮上 して くるのは近代化の問題であろう。一農山村に劇的に到来

した近代化現象に伴 う社会や人々の内的な動態 につ いての考察 となる。近代化 に対す る批

判論、超克論がか まびす しく叫ばれる今 日、そうしたフレームに則った語 りも生活者 たち

の間か らは漏れ聞 こえて くる。だが、近代化黎明期の農山村社会での受容の過程では、進

んで近代的産物 を採 り入れていった姿 もあ らわにな って くる。 しか し、これは無批判 的に

近代化を受け入れ た、または受 け入れ ざるを得なか った農山村 の近代化の甘受の姿にすぎ

ないのだ との解釈 をすべ きではない。そこにはある種の統制が働いていたのであ り、 その

ことに注目する視 角 を持 ち併せ なければならないのである。押 し寄せる近代化の うね りに

飲み込 まれたとい うだけではな く、ある種の コン トロールが見 られたのであ り、そこに進

んで摂取 してい くという姿 もあ ったとい う変換 を必 要 とすべ きなのである。人々の内部で
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どういった取 り込み に関する統制が働 いたのか、いわば、 どのような近代化の飼い慣 らし

があったのかが ひ とつの焦点 となる。そういった意味では、農山村 における近代化の捉 え'

直 しとい う契機 も含んでいることになる。

現在の農 山村地域で さまざまな社会問題状況が発 生 していることは先程 も述べたが 、こ

うした課題 を解消すべ く取 り組 まれる施策や論議が どういった性格の ものであるかをここ

で さらに考 えてみたい。

例えば、全国総合開発計画などの施策から読み取 れる行政や産業界の地域振興の指針 は

地域の産業化や工業化 といった経済的な観点からの地域振興策を唱えるに終始 していると

いってよいだろう。特 に1970年 代 までの施策 にお いては、この傾向は顕著であ り、初期の

計画 においては農 山村 に対する配慮はほとんど皆無であるといってよいだろう。 これ は も

ともと主要都市や地方都市 の産業化 を促すことによって起 きる労働力不足を、農山村 の余

剰労働力 を流入させ るという意図の もとに企 図された性格上当然のことであるといえよう。

ただ、こうした都市社会の都合 による地域社会無視 のス トレスが さまざまな矛盾 となって

生起 し、特 に農山村社会において徐々に深刻化 し、問題状況が露呈 しは じめ無視 しきれな

いような状況になって くる と徐 々に言及 されるようになって くる。

例えば老齢化が指摘 され、高齢者対策が必要とされるが、その 目的は次の ようなところ

にあるのである。

「高齢農業者 は農村の伝統的文化の継承者であ り、また、長年土 に親 しみ、土 に生 きて

きた人たちであ り、農業に愛着 を持 ち、生き甲斐 を感 じている人 も多いことなどにか んが

み、農業、農村の 内部 において、その能力を生かす場 を確保 し、開発 して、明るく、豊か

に生 き甲斐 をもって老後の生活 を送れるようにする ことが重要となっている。(図 説農業

白書 昭和50年 度版160頁)」

「農業者 をは じめとする多数の地域住民の福祉の向上は もとより、時代 の農業、農村 を

担 う若い農業者や後継者の確保お よび農業生産の中核的担い手の定着化 を図るため」 とい

うところに落ちつ くのである。

つ まり、農村でのひ とつの社会矛盾 としてある高 齢化の問題の解消の目的は、農村地域

での産業、つ まり農業を安定維持す るところにあるのだとしているのである。

また80年 代後半になると地域の産業 として総合保 養地域整備法(リ ゾー ト法)や ふ るさ

と創生事業 などの施策がなされるが、これらは地域社会内だけでは循環 しきれなくなった

社会において、新 たな資源(自 然、観光スポッ トな ど)を 発掘 し、これを売 りにすること

によって、外部か らの資源(貨 幣、人材など)の 流 入を図 り不足分 を補充す るという発想

法なのである。
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これらに共通す るのは、さまざまな問題状況を経済的な尺度で計 り、すべてを経済性の

問題へ と還元 して るという点であろう。こうして経済的観点のみか らの論議がなされ、経

済性の問題 として水路付け された問題群 は経済的観点のみからの解決策が模索 されるので

ある。ここでは多様 な要素を包摂する問題状況から、さまざまな要素が削 ぎ落 とされ、単

一的な問題 として取 り扱われることになるのである。

また、一方で 「田舎生活」や 「田園」 といった言葉に表象 される農山村へのロマ ン主義

的な憧憬が都市社会に見られるの も今日的状況の一端である。 こうした状況は例えば1タ ー

ン現象やさまざまな 「田舎暮 らし」に関する情報の流通化現象などに端的に現れてい る。

都市 に生 まれ育 った者が さまざまな理由か ら都市での生活を放棄 し、 「田舎」に新天地 を

求める1タ ーン現象。こうした現象はその数を増 してお り、また、こうした現象が注 目さ

れるようにもなってきている。田舎での暮 らしの情報 を扱 う雑誌や、専 門誌、そういった

現象 に焦点をあてるテ レビ番組などが登場 しているのである。

田園や豊饒な天然の宝庫 としての田舎に対するロマ ンテ ィシズム自体の登場は古 くの文

学作品などにも見 られるものであ るのだが、今 日的 な 「田舎」へのロマ ン主義的まな ざし

現象は規模的にも質的にもそれ とは異なるものであ り、ひとつの現代的社会現象 として措

定できるものである。

こうしたまなざ しも都市社会側からの特徴的なひとつの農山村社会に対す る見方 という

ことがで きる。つ まりそこには現実的な農山村の状況に対す る把握の指向が欠けてお り、

多様な要素が捨象 された画一的な視線であるい う点である。1タ ー ンしたが移住先に馴染

めず、 また都市社会へ とUタ ー ンしてい く者の姿 はこうした一面 を物語 るシークェンスと

なろう。

これらの単一的見方は現在、反省的に修正 される動向は多少見 られるところである。 し

か し、大局的に見れば、やは り大 きな流れの方向は変わっていない と見 るべ きであろ う。

ではこうした見方 に決定的に欠けているものは何なのであろうか。端的に言 えば、それは

農山村 をあ るが ままに理解 しようという意志の欠如 であろう。多様 な状況を多様 なままで

受け止めようとせ ず、単純なフレームを当てはめる ことによって多様性の存在 を欠落 させ

て しまうところにある。こうした対象理解の不完全 さが現在の問題状況の解消 に向けての

試行 に行 き詰まりをもた らしていると考えることがで きる。

こういった対象理解に向けての試行の欠落の一端 を補 う志向性 をもって試みるのが 以下

の論である。そこでは対象理解 において欠落 してい る要素のなかで も、そこに暮 らす 人々

の心性に触れることを試みている。勿論、対象理解の上で重要なのは生活者のメンタリテ ィ

に触れることばか りではないので、理解の上で必要 な他の構成要素からも対象の像 を構築
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してい くことがで きればとよいと考えている。

2近 代化 と農山村の変容一 一徳 島県木頭村の経験 から

2-1ダ ム問題の村

現代農山村社会 における社会問題は多岐にわたる。ここで採 り上げる徳島県のある農山

村 もこうした例か ら外れるものではない。ただこの村が他の大多数の農山村 と多少な りと

も違 う問題点があ るとすれば、それはダム問題である。 この村 には、ダム建設に揺れ なが

ら、30年 以上に渡る星霜を重ねて きた歴史性がある。

全国には2500以 上の ダムが存在 してお り、この ようなダム問題に頭 を抱 えてきた地域は

他に も存在 して きた。 ダムのような巨大水利施設が設置される際、その主体的働 きかけを

するのは、大抵の場合、地元地域社会ではな く都市社会側である場合が多い。これは どう

い うことか と言 えば、水利施設によって集められた水 を主に利用 しているのは都市社 会側

であ り、い うなれば、受益者 としての都市社会側が、地域の資源 を提供せ よと地域社 会側

に迫 っている場合が大半 なのである。

しか しこれは現在の状況であって、過去においては、補助金や、地域振興、過疎対策な

どの甘い香 りを持 った補償交渉に乗せ られてしまい、ダム建設を容認 して きた地域社会 も

みられる。

そ うした地域で は、建設 された ダム との折 り合い をうまくつけて、地域 の再生 を図 った

例 もみられる。 しか し、 ダム建設によって地域が分裂 し、挙げ句の果てに村が崩壊 し廃村

へ と追いやられ、追い払われるように移転 したその先で も地域 になじめず という光景 はダ

ム問題で死滅 した地域の例であ り、こうした事例 は決 して少ない とはいえない。 さらに、

泣 く泣 く住み慣れた生活の場 を後 にし、移住 してい ったが、遅々として ダム建設が進 まな

いという状況 を後 に突 きつけられた旧住民が、かつ て反対 していた ダムの建設 を推進 する

ことを望 むようになるといった ような複雑な結末を招いている地域 も実際 に存在 している

のである。

ここで採 り上げる徳島県の一農山村は、こうした さまざまなダム建設地の事例やこの村

自身の経験 を顧み た結果、 「ダム建設反対」 という方向で進んでいこうとしている村 であ

る。実質的な地域社会の推進力 となるところの村行 政、その首長たる村長が、 「ダム建設

反対」 を明言 し、そうした方向へ進 んで行 こうとしている地域である。

だが、 こうした ダム反対の態度は、一枚岩の 「反対」 というものではな く、さまざ まな
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要素を含みなが らの総体 としての反対 としてある。 そこには重層的な農山村社会の諸相が

存在 しているのである。 ダムについての経験を様々 な形で重ねてきたその末 に現在の よう

な様相 を呈 してい るのである。その原初的経験 を辿 ることか ら、一農山村社会像の彫刻へ

の道程 を開扉 したい。

2-2フ ィール ドの 定位

かつて"林 業王国"と いわれた、那賀奥。

四国徳島県の那 賀川上流部 には木頭林業で栄えて きた歴史がある。"木 頭杉"と してそ

の名を全国に知られている木頭林業の歴史 は白鳳年間(670年 頃)に 遡る。大阪城の築城

用材 などとして も搬出 されていた杉材は、山林から切 り出 されると、川に流されて下流域

に運ばれていた。 その川が那賀川であった。那賀川 は流域に多雨地帯 を抱えてお り、 さら

に急峻 な地形 と相 まって、四国で も有数の暴れ川 といわれている。この那賀川にダム を建

設する計画が持 ち上がった。細川内ダム計画である。

事の起こ りは昭和31年 の徳島県那賀川第二次総合開発計画 に端 を発する。昭和42年 の徳

島県議会の知事の答弁で、この計画が表面化 した。建設省は昭和47年 、木頭村大字西宇 に

ダム建設の実施調査 を行 うと村民に対 して正式発表 した。

この那賀川最上流部 に木頭村は位置 してい る。

徳島県那賀郡木頭村。徳島県の最南西部、那賀川最上流部に位置するこの村は典型的な

中山間地域の一農 山村 を形成 している。剣山山系の南側 にあ り、夏期の季節風 による降雨

が多 く、温暖多雨の気候で 日本国内で も有数の多雨地帯である。年間降水量は3143㎜(昭

和60年 ～平成6年 平均値)に のぼ り(日 本 の平均 降雨 量約1800mm)、 一日の降雨量が

1114mmに 達 した とい う記録 を持つ。 山が急峻で あるため、 自然村は那賀川の沿川域 と山

腹の平坦 な地域 に形成 されてきた。現在は村 の中心部 を東西に貫流する那賀川に沿 って、

主要集落群が形成 されている。現在の木頭村 は数回の統合、分割 を経て昭和32年 に誕生 し

ている(助 、出原、和無 田、南宇、西宇、折宇、北川の7大 字 を含む)。

人口2045人 、803世 帯(平 成9年3月 現在)。 昭和40年 時点での人口は4115人 であったが、

村の東端にある小 見野 々ダム工事(昭 和43年 完成)関 係人口の増加 と減少の時期 を挟 んで

減少に転 じていった。 昭和60年 か ら、平成2年 までの人 口減少率は4.7%。 高齢者 率は、昭

和60年 に17.1%で あったのが、平成2年 には2L2%に 上昇 し、その時点 の予測で、平成12年

には35.1%、 平成17年 には39.9%に なると見積 もられている。平成7年 における65歳 以上人

口比率は26.4%と なってい る。これらの数字が示 して いるように、高齢化、過疎化 に苦悩
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する典型的な一農山村である。

村総面積 は23344haで 徳島県内で阿南市 に次いで2番 目に広い面積 を有 している。土地利 ・

用状況 は木頭村総面積23344ha中 、森林原野22842haで 約98%を 占め、その94.2%を 民有林

が占め る。農用地106ha(田17ha、 畑24ha、 樹 園地65ha)。 農家数 と農家人口 は減少傾 向

にあ り、昭和55年 の305戸 、1208人 か ら、平成2年247戸 、868人 へ と、10年 間に各19%と

28%減 少 した。特産物は中山間地域の 自然、地形的条件 を活か した 「木頭 ゆず」であ り、

年販売額は約3億 円である。

産業構造は、公務員、建設業がメイ ンであ り、か つて主要産業であった木頭林業の就業

人口率は低下 している。その他、農業、水産業、観光業、商工業などがある。

木頭村は徳島県の最 南西部 に位置 し、徳島市 までの距離 は96㎞ で あ り、徳 島県南部地

区の 中心都市 ・阿南市 までの距離は70kmあ る。徳 島県の県境 に位置するこの村は高知県

境 に接 してお り、高知 市までの距離は80kmで 徳島市 までの距離 よりも近 い。高知空港 ま

で自動車で90分 で到着で き、ここから東京、大阪伊丹、大阪関空、名古屋、福岡につ なが

る便利な位置にあるとい う一面 も併せ持つ。

木頭村の中央部 を東西に貫流する那賀川は、剣 山を源流 として紀伊水道 に注 ぐ、流域面

積874平 方km、 流路延長125㎞ の一級河川である。流域 には2市6町2村(木 頭村、木沢村、

日和佐町、相生町、鷲敷町、羽ノ浦町、那賀川町、小松 島市、阿南市)が あ り、流域 の人

口は1995年 の時点で約92000人 である。那賀川には3基 のダムが設置 されてお り、河口か ら

45kmの 位置 に川ロダム、65km上 流に長安ロダム、80km上 流の木頭村の入 り口地点 に小見

野々ダムがある。長安ロダムは上那賀町に設置 されている多目的 ダム(洪 水調節 ・発 電 ・

潅概)で 、川ロ ダムは発電 ・逆調節、小見野々ダムは発電 目的のダムである。

これらの ダムの さらに上流部の木頭村大字西宇 に建設が計画 されているのが細川内 ダム

である。この細 川内ダム建設計画を巡 って、過去30年 近 くにわたって様 々な論争 を繰 り広

げてきているのである。

2-3農 山村生活の近代化

32年 前の昭和31年 、徳島県は 「那賀川第二次総合開発」を明らかにし、そのなかで初め

て 「細川内ダム」 とい う言葉が登場する。この時期 、すでに木頭村 より下流では第一次総

合開発計画による長安口 ・川ロ ダムの建設が始 まっていた。

「那賀川第二次総合開発」では小見野 々 ・細川内の両 ダムが計画されていた。

当時の新聞では 「電源の宝庫那賀川上流」 「絶好 の電源開発地点」 「電源開発の好条件
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を備えてい るのは那賀川上流だけ」 「各地の新設工場の電源需要に応 じるためにも早急の

着工が必要」(nといった類の表現が頻繁 に用い られてい る。これ らか ら も分かる通 り当時

の社会情勢 として、都市部の産業伸長 ・拡大 に伴 う電力需要の増大に応 えるため、早急 な

電源開発を要望す る社会的要請があったこと、その電源開発の好適地 として那賀川上流部

が挙げ られていたことを読み とることがで きる。

早急 な電源開発 を迫 られるとい う社会情勢のなかで、急速 に注 目されるに至った那賀川

上流部。その開発 に名乗 りを上げたのは、県 ・四国電力 ・電源開発会社であった。三者が

「競争の形」②で開発計画 をプランニ ングし、水利権を申請 していた。

那賀川が利水 ・電源開発の好適地 として突然の脚光 を浴びる以前、那賀川上流域の丹生

谷地方はその後進性から差別的なニュア ンス も含 んで"阿 波のチベ ット"と 呼び慣 わ され

ていた。例 えば、当時の一帯の状況は次の ようなものであった。交通事情についていえば、

小型自動車がやっ と通れる道があるくらいで、その道 も上那賀町の途中まで しかなく、そ

れ より先は自動車が通れる道はなかった。小型 自動車が通れるといって も、雨が降る と通

行止め。カーブを切 り取 って待避所をつ くり、バスが通 るようになって も、ス トップ続 き

で手を焼いたという。

こうした交通状 況は昭和30年 前後に革命的に変化するが、この急激で多大な変化を もた

ら した一つの要因 となったのが第一次那賀川総合開発 による那賀川上流域の交通網整備で

あったのである。 那賀川総合開発 による長安ロダム建設により、ダム建設資材搬入 ・搬出

のための国道改修 工事や周辺道路網の整備 によって、山峡の交通網が急激 に整備 され、交

通環境が変化 したのである。特に国道改修(徳 島一 木頭一高知線)に よる交通事情の変容

は大 きな意味 を持 っていた。

交通網の整備 を促 した要因はもう一つあった。それは昭和20年 代に端 を発する木材 ブー

ムである。 もともと豊富 な天然森林資源を抱 えてお り、近世阿波藩の時代か ら、木頭林業

として名を馳せていたこの一帯の森林資源が注 目を集めた。この森林資源開発のための林

道網の整備が、木材 ブームとい う追い風 を受 けて急速 に推進 された。那賀川開発 による国

道改修工事 と同時期 に始 まった奥地林道工事 や、昭和31年 の森林開発公団による剣山開発

林道の着工などに よって、国道周辺のみに止 まらず 、幹線か らはずれる枝葉の交通網の整

備 も行われることになったのである。那賀川開発 に よる交通網整備が、主要幹線 を担 当 し

た とすれば、木材ブームによる林道網整備は、それからはずれるローカル線の拡充 にあたっ

(且穂 島新聞昭和32年5月3日 付 「電発の那賀川開発」

②徳島新聞
、前掲
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たということがで きよう。林道網整備 は那賀川開発 による主要幹線交通網整備 とほぼ時 を

同 じくして進行 していった。

那賀川上流域丹 生谷地方の急激 な交通網整備。その経緯 を概略的にまとめれば次の よう

になるだろ う。電力 ・木材 の需要増大にともない、新たな資源開発の必要性が説かれるよ

うになった。そ うした社会的要請を受けて那賀川開発 ・山林開発のプランが立ち上げられ、

その開発計画の一環 として国道改修 ・林道網整備などが進められた。そしてさらにいえば、

交通網拡充を促す ファクターとして、電源開発 ・木材 ブームとい う二本立ての社会現象が

あ り、それが時間的にほぼ同時期に重なっていたこ とが、相乗効果的に作用 して急激 な交

通網整備を促進 したとみることがで きるのである。

こうした交通網 整備 という社会資本整備はその他 の社会資本整備 を促進することに もつ

ながった。そうした流れは山峡の人々の生活環境 に大 きく、急激な変化をもたらし、その

暮 らしを変貌させている。

木頭村北川地区は那賀川の最上流部 にあたるが、昭和36年 当時、蔭地区で48戸 中、31戸

に電話が設置 され、13戸 にテ レビ、4戸 に電気冷蔵庫が所 有されてお り、電気洗濯機は軒

並みそ ろっていたとい う。あわせて約160人 という北川小 、中学校にも、図書室 に17イ ン

チのテ レビが設置 されていた。昭和29年 にバスが通 るようになり、自家発電を四国電 力に

切 り替えたのが昭和32年1月 、 この年の暮れに電話が通るようになった。

自家発電の頃の電灯は 「『トウガラシより赤かった』。明るさな どとい うものではな く

てち ょっぴ り赤いだけだった」 「ラジオはどうにか聞けても、昼間はいっさい停電」(3)で

あったとい う。 ヒエ ・アワ ・ムギ ・トウモロコシ ・イモが主食で、タンパ ク源はイノシシ ・

ウサギ ・キジ ・ムササ ビやアメゴ ・アユな どのほか塩サバ ・アジの干物 くらいであった。

それが魚屋が毎 日庭先までやって くるようにな り、商店 に出掛 けても、 「電気冷蔵庫 のな

かか ら肉でも魚で も出 して くる」④ようになった。

昭和35年2月 か らは北川校で完全給食が始 まっている。

こうした例か ら読み取 れるのは、急速な交通事情 の変化 に付随 して、電気設備や通信設

備な どのインフラ整備が進められ、同時に電気製品 や商品な どが流入 して、人々の生活環

境が急速 に変化 していった姿である。 こうした暮 ら しぶ りの急速 な変容は、先 に述べ たよ

うな交通環境の変化を抜 きに しては考えられないものであったろう。

(3穂島新聞昭和36年1月6日 付 「変わる山峡 那賀川上流2」

④徳島新 聞、前掲
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3風 景の変貌一一近代化の生活史一

3-1木 材 ブーム

ここで農山村 を大 きく変えたひとつのファクターである木材 ブームについてみてお こう。

木材 ブームは昭和28年 に始 まっている。1才10円 だった木材価格が、20円 、25円 、30円 と

うなぎ登 りに上昇 し、7年 間上昇 し続け、40円 を突破 した。山林の資 産は急騰 し、林業関

係の仕事はつ きる ことなく、山主や山林労務者の収 入が急増 した。土木工事や山林労務の

ため他の地域か ら那賀川周辺 にやってきた労働者達のなかには 「仕事はなんぼでもあるし、

こんな住み よい ところがあるとは知 らなんだ」(5)といって住みつ く人 もあった。

木頭村を初め とする上流部の農山村 の暮ら しぶ りが激変を遂げる要因のひとつがこの木

材ブームであった。当時の典型的な暮 らしぶ りは以下のように語 られる。

「小 さい時 から私は、父 と一緒 によく山へ行 きました。山小屋で寝泊 りし、原生林 を

切 り倒 して焼 き畑 にし、 ヒエやアワなどの穀物 を作 り、それを主食にして、父は9人

家族の生活生計 を立 ててお りま した。 ですか ら、店か ら買 う物 は、 「イリコ」 と

「塩」 ぐらいであ とは全部、母が、味噌、醤油 、漬物 などを作 っていました5そ の ほ

か、自然林 での シイタケ栽培 、 ミッマタの生産、炭焼 きなどもや りました し、山育 ち

ですから、 どんな大 きな木も平気で切 り倒 し、20才 位 にな ります と、山仕事を一人 で

請け負い、 木材の伐採や搬出、植林など、割合 自由な立場で ものが言え、行動する こ

とができました。」⑥

この ような暮 ら しぶ りは木材ブームを挟んで一変 する。まず、木材 ブームにより地域経

済は活発化 し、経 済的 に潤沢化 した農 山村社会は、急激に肥大 した資本 を投下 して、 この

地域の インフラ整備を急速 に促すことになった。交通網整備やバス路線化、電力設備の普

及、電話の普及な どが進展 した。 これらの交通網 ・公共交通機関網や電気通信網の整備 と

いったインフラ整備 は、流域住民の生活環境を変貌 させた。

また、それまであまり貨幣経済活動のない生活ス タイルであった個 々の住民の暮 ら しぶ

りもにわかに貨幣経済化 し、さらにその当初から木材ブームの影響で経済的に潤 った もの

(5穂島新聞昭和36年1月5日 付 「変わる山峡 那賀川上流1」

(味 頭村での聞 き取 り(平 成9年5月)に よる
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であった。流域住 民の生活空間のなか にはテ レビ ・電話 ・電気洗濯機 ・電気冷蔵庫 ・電気

ゴタッ ・電気釜な どの電化製品が流入するようになる。新 しく生活空間のなかに流入 して'

きたこれらの近代 的道具は、従来の生活様式 を変容 させ るに余 りある力を備 えていた。例

えば、交通網の整備は食品の流通 を促進 し、電気冷蔵庫は食品の長期保存を可能 にして食

材の変化 を促 したが、これによって食生活の様式 を大 きく変貌させている。当時の食材 ・

食生活の様式は 「ヒエ ・アワ ・ムギ ・トウモロコシ ・イモが主食で、 タンパ ク源はイノシ

シ ・ウサギ ・キジ ・ムササ ビやアメゴ ・アユ などのほか塩サバ ・アジの干物 くらい」 とい

うものであった。 それが魚屋が毎 日庭先 までやって くるようにな り、商店に出掛けて も、

「電気冷蔵庫のなかか ら肉でも魚でも出 して くる」 ようにな り 「ダイコン、ネギ、山イモ

まで町からくる」(7)ようになっている。

しか し、流通の発達 ・長期保存技術 の流入 による影響 は食材 ・食生活の様式の変容 だけ

に止 まるものではない。その影響は食生活の様式に関わる全ての 日常的営為の様式 に も及

んでい くのである。例えば、丹生谷地方では伝統的 な焼畑農業があ り、ヒエ ・アワな どを

栽培 していたが食 品の流入により焼畑農業が衰退 している。 また、以前の タンパ ク源 であ

る山林に生息す る動物の狩猟は入手の不確実な ものであったが、冷凍の食肉や魚 とい う入

手確実性の高い食 品流通環境の出現 により、狩猟 も廃 れていった。これらは新技術の流入

にともなう食生活の変容に起因する、生業の変化の一例である。 こうした生活様式の変化

は農山村社会の産業構造の変化 をも誘発することになるのである。

生活様式の変化 は産業構造の変化 をもた らしただけではなかった。狩猟 の例で見て みよ

う。

「20～30年前 までは山の生 き物をよう食べ とった。 ウサギ ・ムササビ ・シカ ・タヌキ ・

シシなんか をなあ。鳥 じゃったら、スズメ ・ヒヨ ドリなんか を食べ とった。今ではあ

んま り食べ んようになったの。 ムササビなんかはコブテン(小 動物 を捕獲するための

仕掛け)を 使 っての。コブテ ンちゅうのは針金 の片方をわっかに して、ほいて もう片

方を木の枝 に引 っかけ とくん よ。これを山仕事 のついで にしかけるんよ。ムササ ビ捕

るときもお んな じもんを使 う。 じゃけんど、 こん どは枝 に引っか けるんやの うて、手

で持っとくんよ。ほうして、 ムササ ビの居 りそ うな洞(木 の幹の穴)の 入 り口の とこ

ろに(仕 掛 けを)構 えといて、顔出すのを待 っ とくんよ。顔出 してわっかをくぐった

らすっと引 っ張るとムササビの首が締 まるけん。ムササ ビは鳥肉みたいな味が して う

σ穂島新聞、前掲
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まかった。 こまい(小 さい)頃 はほうや ってよ く捕 まえにいった もんじゃ。山か川 く

らいしか遊ぶ ところがなかったけんな。 しも(下 流域)か ら魚で も肉でも入 って くる

ようになってからはあんまり捕 らんようになったが、時 々楽 しみで捕 りにいった。」

(8)

都市社会か らもたらされた技術革新は、食生活様式 に影響 を与え、食生活様式への影響

は狩猟の在 り方に も及んだ。つま り、狩猟 という営為 に対する意味付けに変化が生 じてい

るのであるQ

一連の流れはこ うである。長期保存技術によ りタ ンパク質系食材の供給手段のなかで狩

猟の占める割合が低下 して くる。狩猟 によるタンパ ク源の獲得の必要性が薄れて くるので

ある。結果的に職業的狩猟は衰退す る。 しか し狩猟活動が全て廃れて しまうわけではな く、

継続 している。だが同じ狩猟活動であっても、その 意味合いが従来 とは異 なって くるので

ある。従来の狩猟 活動は生活必需物資獲得のための狩猟 という性格の強いものであった。

確かに、生活必需 物資獲得のためだけではなく遊興 的性格 も併せ備えてはいた。 しか しそ

れが全体 に占める割合は低いものであ り、それよりもむ しろ食材供給 という逼迫性 を色濃

く持っていたのである。このバ ランスが シフ トしていったのである。生活必需物資獲得活

動 としての狩猟 とい う意味合いの割合が低下 し、遊 興的活動 としての割合が高 まって くる

のである。狩猟の絶対数 自体は減少 していったが、狩猟が持つ意味合いのなかでの遊興的

性格は増大 していったのである。

人々の営為の変容、それにともなう意味内容の変 容を林業 をめ ぐる領域の例で考 えてみ

よう。

林業総体 としてみれば、経済成長 によって引 き起 こされた木材ブームの影響で林業 ・製

材業 ・木材運送業 などでは急速 に発展 していったのであ り、伝統的林業 システムは近代的

な林業システムへ と転換 していった。木材 を川の流れに乗せて下流 に流す一本流 しは トラッ

クなどの陸上運送 にと取 って代わられている。山林 での作業 もチェー ンソーなどの道具の

導入による機械化 や架線集材技術の導入 などによって伐採作業過程 も変化 している。 また

国家主導の もと進 め られた 「拡大造林政策」により、育苗過程や育林過程 も大幅に変化 し

てい く。諸過程で行われる作業の内容 も変化 している。

また、都市社会 の論理で進め られた中山間地域の 開発は、農山村社会に急激 な貨幣経済

への移行 をもた ら した。更 に豊富 な木材資源の対価 として農山村にもたらされた現金収入

㈹木頭村での聞き取 り(平 成9年8月)に よる
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は農山村の生活風景 を一変させ るのである。

木材ブームによる原木価格の高騰 で木頭一帯は急速に潤 ったが、これによって住宅 を新 ・

改築す るものが急増 し、電化生活化 した。若者達が カメラをぶら下げてオー トバイを飛ば

すという姿が見 られ、農閑期に県外旅行に出掛けるという余暇の過 ごし方が現れている。

こうした変遷過程のなかで次のような例 を中心にみてみよう。

山峡の林業地帯 の多 くは伐採 した木材 を下流に流す技術 としての筏流 しを発達 させ て き

ている。ダム建設 によ り、河川の流れが分断されることによって、筏流 しは衰退の途 を辿

ることになる。木頭では伝統的な林業スタイルのひとつ として、一本乗 りが行われていた。

一本乗 りとは筏流 しではなく、河川に一本一本バ ラバラに原木を流 して下流域 まで流 す管

流(か ん りゅうニ くだ流 し)と い う方法である。川の流れを堰止めて、そこに伐 りだ した

原木 を貯木 しておき、その堰 を切 った勢いで、原木 を筏 を組まず に流すというものである。

一本乗 りでは最後尾の丸太 に筏流 しの専門職人が搭乗 し、途中で岸や浅瀬、岩などに引 っ

かかっている丸太 を トビグチ とい う道具で流れに戻 してや りなが ら川を下って上那賀町小

浜 まで運んでい くというものである。一本乗 りは、河川幅が狭 く、急流である那賀川上流

域 という地理的条件のもとに発展 した木材運送技術であった。

専門技術 を要す る一本乗 り職は、林業を基幹産業 としていたこの中山間地域の農山村で

は、粋な職業であ ると認識 され、憧憬の対象として存在 していた。一本乗 り職人が、丸太

を流 して下 ってい った先の下流域で、受け取 った代 金 を賭博 などに派手に使 ったとい う噂

などが話題 になっていたの も、そのことを示す一つの証左である。専門技術 を身につ け粋

な姿で川を下 り、羽振 りの良さで衆目を集めた一本乗 り職人は農山村社会でのひとつ のス

テー タスシンボルであった。このシンボルはダム建設な どに伴 う河川の分断による筏 流 し

の消滅によって凋 落する。こうして農山村社会の志 向性の対象は消滅 したが、そのこ とは

即座 に志向性が潰 えたことを意味するものではなか った。つ まり、志向の対象の矛先 が別

の方向へ向か うという、志 向対象の置換現象が生 じたのであ り、志向性 自体の消滅を招い

たわけではなかったのである。例えば、それは家の新改築、カメラ、オー トバイ、 自動車、

旅行 などに分散 ・移行 していったのである。この力学 によって農山村社会の精神文化 は少

なか らぬ影響 を及 されるに至 ったのである。

一連の流れは都市社会の論理による農山村社会への開発の影響が
、具象的な面だけ に止

まらず、社会通念な どの抽象的精神文化にまで波及 した、とまとめ られ よう。
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3-2風 景の変容と環境認識

一連の変化は風 景の変容 として捉えることができ よう。 ここで風景とは人々の行為、そ

の行為 を生み出す モノ、行為の結果生み出されるモ ノ、与件 などの主体が認識する対 象の

総体をい う。

与件 として存在 しているモノは山や川、空などの地形的要素、雨、雪、寒暖、乾湿 など

の気候的要素、そこに生息する動植物 など主体の内外 に存在する全自然条件である。(9}与

件 としての自然条件に対 して主体は基本的に干渉の将外 にあ るという性質を持つ。㈹

与件 として存在 しているモノは主体の認識の対象 となるが、ここで自然的条件 としての

与件は物質がある状態で存在 しているという物理的実在に還元 され うるとい う側面 を有 し

ていることを確認 しておかねばならない。例 えば、川は水 という物質が液体の状態で流動

している状態のなかに様々な物質から構成される生物(魚 ・水棲昆虫 ・水棲植物など)が

活動 している物質 と運動の物理的世界 としての認識構成が為 され うるのである。自然科学

的観点か らすれば、この ような世界認識の在 り方は別段、矛盾を来 していないが、日常生

活的観点からすれ ば、それは大いに違和感 を孕んだ もの と感受 される。我々は自己の まわ

りに存在 している物理的実在に対 して、様々な意味枠組みを当てはめ、有意味化を試行 し、

そこから様々な意味の断片の集積 として これ を解釈 し、受容 しているのである。物理的実

在 という日常的観 点からすれば、ほとんど意味 を為 さない無意味の大海 に対 して、我 々は

意味枠組み とい う網をこしらえて海 を掻 き回す。そ うすることによって意味 を掬い取 ると

いう日常的実践 を行っているのである。我 々は世界 を様々に分節化 し、切 り取 った断片 を

張 り合わせるカッ ト&ペ ース トという操作 を介 して認識 しているのである。主体が認識 し

得 るもの として、つ まり有意味化 された もの として、世界か ら切 り取 られた時点で自然的

条件 としての与件 が成立す る。与件 として切 り取 られた断片は風景の一構成要素 となる。

(9生体の内外というのは主体の外部に存在するモノだけが自然的条件としての与件の要素

であるだけでなく、主体自体の内部にも与件として基本的に主体が干渉で きない部分が存在 してお

り、これを主体内に存在する与件として捉えるという認識のもとにあるということである。例えば、

人間を自然的条件のなかで発生した生命体として自然的条件のひとつの要素と捉えれば、主体と自

然的条件は一致するのである。

(lo)自然的条件に対する主体の干渉 としては、例 えば地形の改変や流路の変更、主体の活動

の影響による動植物の棲息域の変容などという類のものが考えられる。厳密な議論の上では主体の

干渉が一切ないものだけを自然的条件の要素としていくべきかもしれないが、ここでは認識論的観

点から、主体の干渉が一切ないものでなくとも、主体が"自 然"と 感 じるに異存のないもの、つま

り主体が自然と認識するものは自然として扱う。
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与件 は他の認識対象 と継 ぎあわされ風景を構成す る。

主体に行為 を促すモノとして概念や通念、知があ るが、これ らも社会的な空間のなかで'

各主体に流通 して いるモノとし、 ひとつの認識対象 としてその総体 を精神的風景 と位置付

けることができよ う。風景は主体の外部だけでな く、内部にも存在 していると捉え られる

のである。つ まり風景とは主体内外 に存在する環境 に対する認識を指 し示 しているの であ

る。

環境 には主体の内面が反映 される。

例えば、大航海時代の幕開けの頃、南アメリカの先住民族達がスペインの帆船 を見 たと

きどのような反応を示 したのか。それまでカヌー以外の船 など見たこともなかった彼 らは、

水平線の彼方にあ ちらに一つ、こちらにも一つ と立 ち現れた白い影が少 しずつ成長 して く

るの をどう理解す ればいいのか、す っか り途方 に暮 れたとい う。こちらに向かって進 んで

きているように見 えるがミ海からやって くるもの といえば鳥たちと、大海原から生まれ変

幻 自在 に形 を変え る雲 くらいなものである。新石器 から青銅器の文明段階にあった彼 らに

とって、海 といえ ば、魚の漁場 としての近海がほぼ全てであ り、その外側 に広がる海 は意

味 をなさぬ世界であった。未知の世界 からやって くる未知の存在 に対 して彼 らが困惑の末

に到達 した結論は気 まぐれな雲の悪戯 というものだった。

ここでは彼 らに とってそれまで知識の枠内でははみ出 して しまうものに対 して、その時

点で持ち合わせていた知識 を総動員 して解釈 し、新 たな意味が構築 されているのであ る。

そこでは従来の意味枠組みでは処理できない新環境 に対 して、主体に内面化 されてい るも

のを通 しての意味付与 という解釈作業がなされるの である。環境認識 に関 して主体の内面

が大 きく関与 しているのである。

また、環境を認識す ることは同時に主体の内面認識 にもつながることになる。環境 を規

定するとその規定 された環境に対 して主体 自体 も相対 的に規定 されるからである。

例 えば先の例では、スペ イン人 と接触 した先住民族達は、自分達以外の人間が存在 して

いるのだ、 とい う新たな環境認識 を得て 自分達の存在意味 に新たな認識を付 け加 えるだろ

う。

主体は環境 を認 識 し、認識 された環境を通 じて主体 自体が再帰的に認識 される。 こうし

て認識 された自己 を通 じて環境が認識 されてゆ く。 こういった再帰的なループが主体 と環

境 をめ ぐる認識の うちに存在するのである。 したが って風景 という環境認識 は主体の 自己

認識 を反映 してお り、その逆 も言えることにもなるのである。

主体の外部 に存 在す るモ ノが主体によって認識 される際、主体 はそれまでに主体内 に蓄

積 されてきた知を総動員 して、外部存在 を解釈 し主体内に取 り込 もうとする。この際 しば
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しば外部か ら新規 の知 を獲得することになる。 こうして蓄積 されて きた知と新規の知の融

合 によって解釈 された認識が環境認識 となるのであ る。この環境認識 は生成 されると同時

に新規の認識的知 として主体内に取 り込 まれ内在化 される。

環墳認識は社会 空間において、主体の外部に自律 的に存在 し、かつ主体の内部に依 存的

にも存在 しているという二重性 を帯びているのである。

以上のような観 点に立 てば、当時の環境認識 としての風景 を検証することは当時の人々

の自己認識 を検証することに通ずるということが理解 されるであろ う。

さらに風景の変 容 とい う動的状態は、静的状態にあるときよりもその質的差異を示唆 し

やすいであろうことは論 を待 たない。

当時の丹生谷地方の風景は どのように変容 していったのであろうか。

農山村社会の風 景の変化は、交通網整備 ・巨大建 築(ダ ムの堤体)・ 電力施設設置 など

の社会資本から始 まった。都市社会側の都合によって資源保有地域 として発掘 されること

により、都市社会 側か ら投資が為 された結果である。インフラの整備 は農山村の風景のな

かにそれまでの農 山村社会の通念か らははみ出す ものを忽然 と出現 させることになる。イ

ンフラ整備は建設 資材や商品、木材などの物資の流 通や、人夫や商人、観光客 など人の流

通 を増大 させ、都 市社会 との文物の流通 を加速させ る。都市社会か らの文物の流入は建築

物の変化 ・自動車 の出現 など、生活環境内の物質的外部風景の変化 に現れる。物質的風景

の変化は外部風景 に現れるに止 まらず、生活環境内 部にいた り、電話 ・テ レビ ・電気冷蔵

庫 ・電気洗濯機が 出現 という内部風景の変化に至る。こうした物質面での変化は生活様式

に大 きな変化 をもた らす。先に見たように電力設備 の整備や家庭電化製品の流入によ り急

速 に電化生活化 している。 自動車や発動機 による機 械化 も同様 に生活様式に変化をもたら

す。電化生活化 ・機械化などは生活内の行動様式を変容 させる。道具によって仕事内容が

変われば、それに伴 う様 々な行動様式 も変化す る。例 えば、発動機の導入によってそれま

での大型労働力であった牛馬 などの家畜にとって代 わると、家畜の世話 とい う作業内容は

消失 し、新たな作業内容が発生するのであ る。家畜 を洗ってやるために川岸 まで連れていっ

てやるとい う作業 がな くな り、川との接触の機会が 消失 した りする。道具によって行 為様

式のコー ドが書 き換 えられるのである。生活環境の 変化による生活様式の変化は仕事 に関

する行為様式だけではな く余暇や趣味 といった嗜好様式にも現れ、 カメラ ・オー トバ イ ・

旅行 という嗜好様 式 に変化が現れる。 こうして仕事姿、出歩 く姿、趣味、余暇の過ご し方

などの行為的風景 も変化する。行為的風景の変化はすでに観念的風景(社 会通念 ・精神文

化 ・志 向性)の 変化 を反映 しているが、行為的風景 の変化は更に観念的風景の変化を促進

する。
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こうして引 き起こされた観念的風景の変化は、行為的風景 ・物質的風景 に逆 に働 きかけ、

変化 を催 してい くのである。変化 した行為的 ・物質的風景は再度観念的風景に働きかける。

こうして相互に作用 し合 う循環が発生するのである。

こうした相互作用 の循環 を巨視的なパースペ クテ ィブを持 ってみれば、全体 として 自律

的なシステムを形成 していると映るのである。

3-3吸 収 される近代

以下にこれまでの ことを整理 してみよう。

都市社会の近代化の波が緩慢 に近代化の進んでいた農山村社会の近代化を急加速 させ る。

都市地域で進展 した産業化 ・都市化 によって電力 需要 ・木材需要な どが高 まる。電力需

要 ・木材需要の伸展 という社会的要請のなかで電源 開発ブーム ・木材 ブームが引 き起 こさ

れる。電源 ・木材資源の供給地 として中山間地域が浮上する。農山村社会 に都市社会側か

ら資本が投 入され 、農山村社会の社会資本の整備が急速 に進む。都市社会資本投下 ・木材

ブームにより、農 山村社会に急激に大量の貨幣が流 通するようになる。農山村社会の貨幣

経済化が急速 に進 む。都市社会にとっての資源を豊 富に保有 していたため、その対価 とし

て流通 した貨幣は農山村社会を経済的に潤すこ とに なる。自給 自足的社会体制から急速 に

貨幣経済的社会体制へ移行すると同時に、経済的に潤 うことになった。 これは近代化 の過

程 としては一般的ではなく、例外的な状況のように も映るが、 この時期山林資源 ・水資源

を抱えていた農山村では同 じような状況があったと考えられる。

急激に貨幣が流 通 し潤 った農山村社会へ都市社会 から様々なものが持ち込 まれる。農山

村社会の生活空間のなかに都市社会からもたらされ た道具が急速に流入す る。道具は生活

環境 を変 え、生活様式を変える。生活様式の変貌は産業構造や経済構造の変貌の誘因 とな

る。農山村社会の様々なレベルでの変貌 を引 き起 こされているのである。 こうした過程は

農 山村社会の風景 の変容 とい うパースペ クティブか らの照射によって相対化 されよう。都

市社会か らの流入 は農山村社会の風景の変容 を引 き起こす。風景の変容 は物質的風景 ・行

為的風景 ・観念的風景の様々な局面で引 き起 こされる。各局面での風景の変容は他の局面

に影響を及ぼす。それぞれが相互作用して影響 を与え合っているのである。 ここにおいて、

相互に作用 し合い なが らも全体 としてひ とつの均衡 を保 った自律的 システム としての農山

村社会像が浮かび上がる。 しか しここでは飽 くまで も 「自律的システム」であって、 「自

律 システム」ではない。農山村社会は都市社会か らの刺激に対 して鉄壁ではなく、い とも

簡単 にその刺激を受 け入れるか らである。都市社会か らの刺激を受けて、農 山村社会 はそ
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の内部で様 々な変 質を経験 することになる。他の社会からの影響 によって自らの内部 で変

容 を遂げる 「自律的システム」 としての農山村社会の姿がそこにはある。

しか し刺激 を受 け入れながらも都市社会の論理 に全面的に同化させられて しまうのでは

ない。農山村社会が都市社会の論理によって都市社 会の縮小版 になって しまうわけで はな

いのである。変容 はあ くまで農山村社会の内部での ものであ り、都市社会への変身で はな

く、農山村社会内の変容なのである。そこには都市社会から投げ入れられた網の目を時 と

して巧みにす り抜 けていった り、紡 ぎ直 した りする社会像がそこに見え隠れ しているので

ある。

こうした状況 を整理 してみると、都市社会によって投げ入れられた石の波紋 を吸収 して

い く過程 として農山村社会の変容を見ることがで きるのである。

このような変化が ダム建設表面化前後の丹生谷地 方那賀川上流域では起 こっていたので

ある。

4お わりに ・地域社会再生のために

ここに試み られ た近代化黎明期の一農山村の社会像の析出は、一農山村に特化 され た例

に過 ぎないか もしれない。だが、急激な近代化の うね りにさらされた農山村のいくつ かは

ここに示 されたよ うなタイプの道程 を辿 ったか もしれない し、そ うでな くともこのよ うな

例がそうした農山村社会 を客体 として理解 しようと志向する場合、その一助 となる可能性

はある。

こうした対象理解の試みをより重層 的で、多様な社会の理解に繋げ、地域社会にお ける

社会問題の分析に とって有用 な道具 としてい くため には2つ の方向性 が考えられ よう。 ひ

とつはここで試み た一時期の農山村社会像の理解 を手がか りとして現代 につ ながる通時的

な農山村社会の理解 とい う方向性。 これを縦の糸 と考えると、横の糸 どしてある共時的な

方向性、つ まり他 の地域の農山村社会の理解への手がか りとしてい くとい う方向性が 、も

うひとつの方向性 ということになる。縦の糸 と横の糸が うまく織 りなされてい くこ とでよ

り深みのある理解の可能性が出て くるのである。 また、 ここで試みられた人々の心性 と社

会像の往復は第三の方向性 として、高さと捉えるこ とができる。縦、横、高 さが揃 えば立

体的な理解への可能性が開扉 されるのである。

また、い まひとつの手がか りとして次のようなこ ともいえる。ここで取 り扱 ったように

農山村社会の問題 は、都市社会を抜 きにしては語 り得 ないという状況が現代 の農山村 社会

の特徴的な一側面 である。その逆 に現代都市社会を語 る上で も農山村社会との関係性 を欠
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いては語 り得ない部分 も出て きているのである。こ うした相互関係性 に注視す ることはと

りもなお さず、都市社会の更なる理解 という契機 を内包 していることになるのである。
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      Scenery of Modernization : 

Regional Sociology of Enviromental Cognition

Satoshi IDO

     The present-day rural mountain society holds a lot of social problems to be too 

difficult to resolve, for example, agricultural and forestry problem, successive problem, 

regional medical problem, underpopulated problem, a gap between urban and rural standards. 

A large number of attempt to solve these problems, though, has been practiced so far by 

various position, ex. administrative organ, most of it has not reaped the fruit. This results 

from the insufficient understanding of these problems, espicially, about the mentality of 

inhabitants. 

     In this paper, an environmental issue about building dam in Tokushima pref. is 

reconsidered, from the point of view of inhabitants' mentality that is lack in many of former 

studies, and the social image of rural community is reconstructed from same standpoint. 

     In this process, especially, the age of modernization of this region is the focus of 

attention. Generally, rural communities seem to have been submitted by modem impact 

with no resistance, yet in fact, there were scenes where inhabitants manipulated the adoptation 

of modern cultural things in various fields. These scenery lead the image of person who, 

when one comes across the unknown scene, gives meaning or concieves new meaning from 

experience. The domestication of modern culture is the one of significant factors on the 

reconsidering the modernization in rural communities. 

     From these images of rural community that has been paid no attention to by many 

position or former studies, rural communities are imaged as an autonomous society.
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